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飯高檀林跡
匝匝
瑳瑳
市市

観観
光光
大大
使使

最初に訪れたのは飯高檀林跡。
ここは真夏の暑さも忘れさせてく
れる荘厳な空間です。

地地
井井
武武
男男
ささ
んん
がが

本本
市市
のの
魅魅
力力
をを
全全
国国
へへ

２
３
６
０
度
を
緑
に
囲
ま
れ
た
大
穀
倉

地
帯
を
歩
き
ま
す
。
気
が
つ
け
ば
足
取

り
も
軽
や
か
に
。

干
潟
八
万
石

写写真真＝＝干干潟潟八八万万石石をを歩歩くく地地井井ささんん

３八日市場駅周辺
本市の中心部、八日市場駅に戻

ってきました。地井さんと会うこ
とができて女の子も満面の笑み。

４
散
歩
の
途
中
で
ふ
ら
り

と
立
ち
寄
っ
た
、
幼
な
じ

み
が
営
む
電
気
店
と
造
花

店
。
会
話
も
は

ず
み
ま
す
。

幼
な
じ
み
の

お
店５八重垣神社

この日は祇園祭の前日。
八重垣神社は準備で大忙しです。 ４広報そうさＨ２０．９．１



八重垣神社
祇園祭１１ 「「

ちち
いい
散散
歩歩
」」をを
収収
録録

テテ
レレ
ビビ
朝朝
日日
「「
ちち
いい
散散
歩歩
」」
のの
収収
録録
がが
８８
月月

３３
日日
〜〜
５５
日日
にに
市市
内内
各各
地地
でで
行行
わわ
れれ
まま
しし
たた
。。

本本
市市
のの
出出
身身
でで
、、
まま
たた
、、
観観
光光
大大
使使
でで
もも
ああ
るる

俳俳
優優
・・
地地
井井
武武
男男
ささ
んん
がが
、、
市市
内内
のの
名名
所所
旧旧
跡跡

なな
どど
をを
巡巡
りり
なな
がが
らら
市市
民民
のの
皆皆
ささ
んん
とと
ふふ
れれ
ああ

いい
、、
絶絶
ええ
ずず
和和
やや
かか
なな
雰雰
囲囲
気気
でで
のの
収収
録録
とと
なな

りり
まま
しし
たた
。。

なな
おお
、、
そそ
のの
模模
様様
はは
、、
８８
月月
２２５５
日日
〜〜
２２７７
日日
のの

３３
日日
間間
にに
わわ
たた
っっ
てて
テテ
レレ
ビビ
放放
映映
ささ
れれ
、、
本本
市市

のの
魅魅
力力
がが
全全
国国
にに
発発
信信
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

「粋な女コンテスト」の様
子（下）と、今年も威勢良く
神輿を担ぐ地井さん（左）。

９
圧
巻
の
マ
キ
塀
、
そ
の
高
さ
約
７
メ

ー
ト
ル
。
防
火
や
防
風
の
た
め
に
屋
敷

周
り
を
囲
ん
で
い
ま
す
。

市
内
随
一
の
マ
キ
塀

１０ 堀川浜周辺
九十九里の波の音を聞きながら、磯

の香りいっぱいの焼きハマグリを試
食。とれたてをその場で料理します。

生家の隣で
かき氷８

ここで一休み。幼なじみ３人
と再会。思い出話が尽きません。
途中、３人の姿を絵手紙に。

弓
具
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
く
地
井

さ
ん
。
本
市
は
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
弓

道
競
技
の
開
催
地
で
す
。

７
県
内
唯
一
の
弓
師

６銘菓「落花せんべい」
お店のご主人と一緒に、銘菓「落花せんべ

い」を試食。５


